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登山における熱中症

|.用 語 の説 明

日射病は,強い直射日光に長時間当たることで発生する病気。

大量の汗をかいて脱水症状となり,体温調節中枢の機能が低下し,倦 怠,恙 t,頭痛 ,眩 量,意識障害,痙

攣などの症状が出現する。

熱射病は,屋 内 0屋 タトを問わず ,高温 多湿な環境下に長時間いたり,作業をした時に起こる病気。

体温調節機能が破綻することで,倦 怠,頭痛 ,眩量,意識障害を伴う。汗が出ず,40度以上の高体温となって,

生命にかかわることもある。

熱中症は,高温や多湿の環境下で起こる身体障害の総称。

ー熱失神 :症状としては,発汗による脱水と,血管の拡張で血圧が下がり,眩量,失神などを起こす。

熱痙攣 :大量の発汗により,塩分やミネラルが不足し、筋肉の痙攣を起こす。

熱疲労 :多 量の発汗に水分や塩分の補給が追いつかず、脱水症状となった時に発生する。

熱射病 :体温調節機能が失われることによって起こる。     ぁ勁 丁亨じ
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つまり、熱射病も熱中症の一種。

日射病も熱射病や熱中症の一種で、症状や症状の原因となる身体の変化よりも、身体に変化を起こした原因

が、直射日光であることに重点を置いたのが「日射病」である。

熱中症の重症度分類

分 類 状症 應対 旧分類

1度

(軽症 )

目R前 暗黒,恙 t,痺れ,四 肢の痙攣,筋

肉痛 ,硬直,血圧低下,皮膚蒼白

・日陰で休む ・水分補給
・衣服を緩める 。体を冷やす

熱痙攣

熱失神

‖度

(中 等度 )

疲労感,頭痛 ,吐気 ,倦怠感 ,脱力感 ,

大量発汗,眩量,下痢

・医療機関での治療・管理

・補液輸液
熱疲労

Ⅲ度

(童症 )

深部体温上昇 ,高 次脳機能障害 ,意識

障害(混濁 ,消 失),肝・腎機能障害

・救急搬送  0救命医療
・集中管理

熱射病

熱中症の分類 (国際分類)

熱失神 熱痙攣 熱疲労 熱射病

意 識 消 失 正常 正常 障 害

体 温 正常 正常 -39℃ 40□ ～

皮 膚 正常 正常 冷たい 高温

発 汗 + + +

童症度 1度 1度 ‖度 ||1度
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‖.対応

1。 体タトヘ熱を逃がす4つの働き

① 蒸発 :発汗により皮膚から水分の蒸発がおこり熱を逃がす

② 放射 :熱が直接体のタトヘ逃げていく様子

③ 伝導 :冷たい物質に直接接触して熱が移動する様子

④ 対流 :皮膚温より冷たい空気や水が皮膚を通過することで熱が逃げる様子
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熱疲労と熱射病の対応方法

熱  疲  労 熱 射 病

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

救助

要請

30分で回イ夏の兆しがない

2時間後も完全口復しない

精神 ,神経の異常出現

再び恙化

110 番 119 番

処 置

すべての行動を中止

最低2L以上の水分を飲む

塩分補給

直射 日光を避ける

日陰へ移動

A:気道確保

B:嗜吸

C:循 環

D:意識

E:涼 Lい 日陰

誤嗽しなければ水分補給

ABC継続しながら経過観察

クーリング 体表温度 >37□  開始

クーリング方法

0衣服を緩める

・あおぐ

・水でびしょ
'需

れ(冷水は厳禁 )にする(タオル,ガーゼなど)

体表温度が 38～ 39℃ でグーリング中止

・アイスパ ソヽクを腋下 ,頸部 ,鼠径部に置く

文 賃 .・ f野 ″ /Zの.″


